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パートナーシップの拡充を
日本共産党 今 野 英 子

27

問令和４年９月議会で、ファミリーシップ制度の導入を
提案し自治体間連携の重要性や制度利用者の利便性の向
上を質問したが、その後の制度拡充の状況について伺う。
答市民部長　パートナーシップ制度について、本市より
制度利用者の負担軽減や利便性の向上を図るため、県内
全域での自治体間連携について、協定書の案を提案し、
全市町村に協定締結に係る意向を確認しているところで
ある。令和６年４月に協定締結式を開催したいと考えて
いる。また、対象を宣誓者の子どもや親などの家族にま
で拡大したファミリーシップ制度の導入に向けて、要綱
の改正に係る事務を進めている。
質問ジェンダー平等の理解　� 質問大学との連携まちづくり

キャリア教育の充実
川越志政会 栗 原 瑞 治
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問子どもたちが夢を持ち将来何が必要か主体的に考え、
夢を追うプロセスで成長するために、さまざまな職種の
人から直接話を聞く機会をもっと増やすべきではないか。
答教育長　子どもたちが夢を持ち、成長していくために、
自分の特性を教員や家族、友達から認められ、それを自
信や励みとし、将来に向けて自分の理想や夢を思い描け
るようにすることが、一人一人の勤労観や職業観を育む
ことになる。こうしたプロセスの中で、児童生徒がさま
ざまな職種の人々から直接話を聞くことは、学ぶこと、
働くこと、生きることへの関心・意欲等を高め、社会人
として必要な能力を培う有効な動機付けになると考える。
質問キャリア教育の充実

早期の意向調査を！
公明党 小ノ澤哲也
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問既に耐用年限を経過した市営住宅の建て替えなどの際
に、入居者への意向調査が必要と考えるが、どのように
進める考えでいるのか？
答建設部長　令和３年度に改定した川越市市営住宅長寿
命化計画の中間年次での見直しにおいて、耐用年限が経
過した住宅を段階的に用途廃止する手法等について具体
的に検討したいと考えている。現時点では建て替えに関
する検討はしていないが、事業の実施には入居者に移転
等をお願いすることが想定されるので、計画的に進める
とともに、一定の段階で意向を確認するなど、入居者に
配慮して慎重に準備を進めたいと考えている。
質問市営住宅の諸課題

山車保管場所へ市の支援を
日本共産党 池浜あけみ
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問川越の文化の継承として、今後、山車の保存や保管場
所について、市民との協議の場を継続して持ち、行政と
して支援していくべきと考えるが市の考えを伺う。
答教育総務部長　地域の伝統文化を継承するためには、
山車を保有する町の住民から意見をもらうことは、大変
意義がある。今後も川越氷川祭の山車行事保存会など、
市民と行政の協議の場を開催し、山車に関する意見等を
聞いていく。山車の保管場所は、山車集中保管庫の必要
性や規模など、建設当時とは山車保管に対する考え方な
ども変化しており、当面同施設の維持管理に努める中で、
必要な施設の在り方について調査研究を行う。
質問山車を保存し生かす　　　質問シルバー人材センター

緑化施策に「質」の視点を
無所属 川 口 啓 介
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問緑化を行うに当たり、価格や維持管理のしやすさだけ
でなく、在来種の選定や、脱炭素、防災の観点等、場所
に応じ選定するなど、質の視点を入れられないか。
答環境部長　従来、緑化を行う際は、価格や維持管理の
しやすさを基準に植物の選定を行ってきた。
　川越市緑の基本計画改定の際は、質の高い緑景観の創
出や在来種による緑化に加え、外来種を控える、都市の
ヒートアイランド対策を考慮する、防災の観点から植物
の選定をするなど、植栽場所と目的に応じた、より具体
的な質の視点を入れた緑化施策の導入を検討したい。

質問環境施策の現状と今後

川越運動公園に飲食施設を
政策フォーラム 髙　橋　　剛
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問川越運動公園は多くの人が利用しているがカフェ等の
飲食施設がない。魅力向上のため、来園者が利用できる
飲食施設を導入する必要があると考えるが市長の見解は。
答市長　川越運動公園については、スポーツ施設利用者
だけではなく、多くの市民に利用してもらえるよう、Ｐ
ａｒｋ―ＰＦＩ制度の導入可能性も含め、飲食施設等の
設置について検討するなど、
当公園のさらなる魅力向上に
努めたいと考えている。

質問川越運動公園のあり方　　質問流域治水と田んぼダム


